
村昭繊維興業(石川県宝達志水町)は、カーテンなどに使われる難燃性の繊維で国内5割超のシェアを誇る。繊維の加工を通じて防災に寄与しつつ、社員の目による徹底した検査で品質を維持す
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光る技術

難燃性繊維シェア5割超

る。新素材の開発にも注力しながら、繊維業界を根底から支える。村昭繊維興業の本社工場では絶え間なく機械音が鳴り響く。国内の大手繊維会社を顧客に持ち、仕入れた原糸を加工し機能や強度を高め繊維会社に引き渡すのが役割だ。ポリエステルなどの合成繊維に熱やよりを加えることで、ウールのようなふんわりとした触感を表現する「かさ高(だか)加工」と呼ばれる加工技
いう。

「かさ高加工」を施すことで化学繊維にふんわりとした質感を持たせる
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かさ高加工糸の製造・販売

2000万円

13億4700万円(2024年9月

期)

48人

術を施した糸を、月に約とされてきた。ただ、安約30人の社員が染色のム300~350 生産す 価に加工ができる一方でラやほつれを目視でチェる。糸の強度が増すほか 効果の持続性が弱く、化ックする。最終製品の検使い心地が良くなり、染学物質による環境や人体 査だけでなく原材料の投色作業もしやすくなるとへの悪影響も懸念される 入など前後の工程にも関
こうした加工糸の中でシェアトップを誇るのが、大手インテリア会社のレースカーテンなどに

ため、対策が欠かせない。村昭繊維興業では、より安全に耐熱性を持たせられる化学物質「リン」が練り込まれた素材の加
われるよう人材育成を進め、トラブルへの対応力も高めている。繊維企業の間では最近、自社ブランドによる使われる難燃性の糸だ。工を手掛けている。リン 製品展開を手掛ける動き火災が発生した際に炎がが入ると高温の熱が必要が活発になっている。同燃え広がりにくくなるな になるなど加工が難しく

ど、防災の観点から引き
合いが強い。

糸に難燃性を持たせる加工は、染色時に薬剤で
なるが、最新鋭の設備に独自の改良を加えて生産性を保っている。人の目を生かした品質まとめて施すのが一般的 管理も強みだ。工場では

社の市村昭都史専務は「消費者に近い川下を攻めることは考えていない」と、あくまで糸そのものにこだわる。BtoB(企業向け)
る。

の新商品開発も手を抜かない。一例が機能性と再利用のしやすさを両立した繊維の開発だ。糸に伸縮性を持たせるには、ポリウレタンなどゴムのような性質を持つ繊維を編み込むのが一般的だ。ただ複数の材料を使うため分別に手間がかかり、再利用しにくい難点があ村昭繊維興業では、熱を加えた時の収縮度合いが異なるポリエステルを組み合わせた糸の開発を進める。この糸にかさ高加工を施すことで、ポリエステルのみでも伸縮性に優れながら、再利用もしやすい素材ができあが
るという。

市村専務は「これまでの人力に頼った生産体制には限界もある」として、検査から梱包までを自動で担う機械や、人工知能(AI)を活用した検査体制の導入も視野に入れる。職人たちの経験と最新技術の両輪を回し、繊維業界の縁の下の力持ちとして存在感を高める。(坂田耀)
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